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研修・学習会などにご利用ください

　１月18日、カジノに反対する大阪連絡会は「大阪
のカジノ（賭博場）誘致計画を認可しないよう求め
る要請書」1万6816筆（総数13万9996筆）を提出。
国交省と環境省要請行動では、土壌や地盤の対策と
費用・賃料などの問題を追及。引き続きカジノ反対
運動を広げて行きましょう。
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　１月22日、岸和田労連も参加している岸和田民主
市政の会は市政学習会を開催。維新市政についての
市民アンケートでは「市民の声が届いていない65
％、小中学校の統廃合反対42％（賛成20％）」。市政を
市民のもとに取り戻すことが必要と確認しました。
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　大阪原水協は１月22日、核兵器禁止条約発効２周
年宣伝を実施。各弁士が「核兵器に関するあらゆる
ことが禁止された画期的な条約」「日本政府は核兵
器禁止条約に参加を」と、核兵器廃絶と世界平和を
求めました。38人が参加、署名も44筆集まりました。
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　１月23日、国民大運動大阪実行委員会などが呼び
かけ、国会開会日行動を実施。各弁士から「安保３
文書改定は憲法違反。日本を戦争する国するのはや
めよう」「軍拡大増税は絶対反対。軍事費よりコロ
ナ対策、国民の暮らし最優先を」と訴えました。
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反
！
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「
会
計
年
度
任
用
職
員
」

３
年
で
雇
い
止
め
し
な
い
で
！

京橋宣伝の参加者講師の竹内さん

最低賃金再改定を求める
緊急要請行動　　　　　

最
賃
審
議
会
委
員
立
候
補
者
の
皆
さ
ん

教
組
と
医
労
連
が
職
場
の
実
態
を

報
告
し
、
春
闘
で
た
た
か
う
こ
と

を
決
意
表
明
し
ま
し
た
。
嘉
満
事

務
局
は
行
動
報
告
で
「
対
話
の
中

で
、『
物
価
高
騰
が
き
つ
い
、
給

み
ん
な
で
実
現
！
最
賃
１
５
０
０
円

　
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度

府
内
半
分
以
上
の
自
治
体
で

非
正
規
率
が
40
％
以
上

改
定
で
公
務
員
賃
金
も
引
き

上
げ
よ
う
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

学
習
会
の
中
で
竹
内
さ
ん

は
「
地
元
国
会
議
員
へ
の
要

　

大
阪
労
連
と
大
阪
春
闘
共
闘
委

員
会
は
１
月
31
日
、
春
闘
勝
利
を

め
ざ
す
「
怒
り
の
労
働
者
総
行

動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
早
朝

は
府
内
の
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
宣

伝
行
動
、
そ
の
後
意
思
統
一
集
会

を
開
催
し
て
か
ら
、
経
済
団
体
な

ど
と
の
懇
談
と
宣
伝
隊
を
組
織
し

て
の
定
点
宣
伝
、
宣
伝
カ
ー
運
行

を
実
施
。
午
後
は
中
之
島
公
園
で

集
会
後
、
北
新
地
ま
で
デ
モ
を
行

い
ま
し
た
。

　

デ
モ
出
発
集
会
で
菅
議
長
は
、

「
地
域
や
職
場
で
労
働
組
合
が
大

幅
賃
上
げ
を
要
求
し
て
い
る
こ
と

を
知
ら
せ
、
要
求
実
現
の
た
め

に
、
組
合
加
入
を
呼
び
か
け
よ

う
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。
大

正
規
職
員
は
１
万
６
千
人
増

加
（
教
育
・
消
防
職
場
は
除

く
）
し
て
い
ま
す
。
非
正
規

職
員
の
比
率
が
40
％
を
超
え

る
の
は
23
市
８
町
１
村
、
そ

の
う
ち
50
％
を
超
え
る
自
治

体
は
６
市
７
町
で
す
。
総
務

省
調
査
に
よ
れ
ば
、
昨
年
度

自
治
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
仕
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や
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が
い
・
誇
り
を
持

っ
て
い
る
」と
の
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が
87
％

　

大
阪
自
治
労
連
で
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
１
５
０
０

人
を
超
え
る
回
答
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
会
計
年
度
任
用

職
員
が
担
っ
て
い
る
仕
事
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
４
割
を

超
え
る
職
員
が
「
正
規
職
員

の
補
助
的
業
務
で
は
な
い
仕

事
」
に
従
事
し
て
い
る
と
回

答
。
ま
た
、
仕
事
に
「
や
り

が
い
・
誇
り
」
を
持
っ
て
い

る
と
回
答
が
87
％
、
し
か
し

年
収
３
０
０
万
円
未
満
約
80

％
で
、
自
治
体
が
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
を
作
り
出
し
て
い
る

状
況
が
分
か
り
ま
す
。
ま

た
、
勤
務
年
数
５
年
以
上
が

58
％
と
な
っ
て
お
り
長
く
仕

事
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

公
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そ
う

　

コ
ロ
ナ
で
公
務
・
公
共
体

制
の
脆
弱
さ
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
住
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
職
務
を
果
た
す

た
め
に
は
、
職
員
の
安
定
雇

用
、
労
働
条
件
の
改
善
が
不

可
欠
で
す
。
引
き
続
き
「
公

共
を
取
り
戻
そ
う
」
の
声
を

運
動
で
広
げ
て
い
き
ま
す
。

請
を
行
っ
て
い
る
、
特
に
自

民
党
議
員
へ
の
働
き
か
け
を

重
視
。
訪
問
す
る
と
き
に
は

自
民
党
最
賃
議
連
の
資
料
と

自
分
た
ち
の
資
料
を
一
緒
に

持
っ
て
い
っ
て
丁
寧
に
説
明

す
る
と
12
人
の
議
員
が
紹
介

議
員
に
な
っ
て
く
れ
た
」、

ま
た
、
愛
知
県
採
用
時
給
調

査
に
つ
い
て
は
「
県
境
の
地

域
の
時
給
が
低
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
あ
と
に
は
、
生

協
労
連
と
北
河
内
地
区
協
議

会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
と
り
く

み
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
あ

と
当
面
の
方
針
提
案
、
最
低

賃
金
審
議
会
労
働
者
委
員
の

立
候
補
者
６
人
の
紹
介
と
、

立
候
補
者
を
代
表
し
て
医
労

連
の
阪
口
さ
ん
か
ら
決
意
表

大阪府内の自治体で働く
非正規職員の実態調査及び
アンケート結果報告

記者会見

明
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に

参
加
者
全
員
の
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
」
で
学
習
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

大
阪
労
連
で
は
、
引
き
続

き
最
低
賃
金
大
幅
引
上
げ
を

め
ざ
し
て
、
大
阪
労
働
局
と

大
阪
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

向
け
の
署
名
１
人
５
筆
を
目

標
に
と
り
く
み
ま
す
。
職
場

や
地
域
で
運
動
を
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

物価高物価高をを上回上回るる大幅賃上げ・底上げ大幅賃上げ・底上げをを！！
１・31 怒りの労働者総行動１・31 怒りの労働者総行動

　

大
阪
労
連
の
「
大
阪
府
内

に
お
け
る
自
治
体
の
臨
時
・

非
常
勤
職
員
に
係
わ
る
実
態

調
査
」
で
は
、
17
年
間
で
正

規
職
員
は
４
万
人
減
少
、
非

　

１
月
24
日
、
大
阪
自
治
労
連
は
大
阪
労
連
と
共
同
で
、
大
阪

府
内
の
自
治
体
で
働
く
非
正
規
職
員
の
実
態
調
査
及
び
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

最低賃金
署名
スタート
学習会

の
全
国
の
自
治
体
に

お
け
る
非
正
規
職
員

の
比
率
は
約
20
％
な

の
で
、
大
阪
府
内
の

自
治
体
に
お
け
る
非

正
規
職
員
の
比
率
は

突
出
し
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
ま
た
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
時
間

給
が
、
大
阪
府
最
低

賃
金
１
０
２
３
円
に

13
自
治
体
が
は
り
つ

い
て
お
り
、
正
規
職

員
の
高
卒
初
任
給
に

地
域
手
当
を
加
え
て

も
、
15
万
９
６
３
６

円
（
時
間
額
９
５
０

円
）。
２
０
２
２
年

度
最
低
賃
金
を
割
り

込
ん
で
い
る
の
は
19

料
が
上
が
っ
て
も
ら
わ
な
い

と
困
る
』
な
ど
の
声
、『
労

働
組
合
頑
張
れ
』
と
の
励
ま

し
の
声
が
あ
っ
た
」
と
紹
介

し
ま
し
た
。

　

関
西
経
済
連
合
会
や
関
西

経
済
同
友
会
、
中
小
企
業
家

同
友
会
な
ど
の
経
済
団
体
と

の
懇
談
で
は
、
個
人
的
な
意

見
と
し
な
が
ら
も
「
賃
上
げ

は
必
要
」
と
の
声
が
あ
り
ま

し
た
が
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
協
会
と
の
懇
談
で
「
賃
金

を
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
以
上
あ
げ
た
ら
企

業
は
成
り
立
た
な
い
」
と
の

声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
阪
労
連
で
は
、
２
０
２

３
春
闘
で
物
価
高
を
上
回
る

賃
上
げ
実
現
を
求
め
運
動
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

大
阪
労
連
と
大
阪
春
闘
共

闘
委
員
会
は
２
月
３
日
、

「
〜
み
ん
な
で
実
現
！
最
賃

１
５
０
０
円
・
全
国
一
律
最

低
賃
金
制
度
〜
最
低
賃
金
署

名
ス
タ
ー
ト
学
習
会
」
を
開

催
。
講
師
に
愛
知
県
労
連
の

竹
内
事
務
局
長
に
お
願
い
し

て
「
愛
知
に
お
け
る
最
低
賃

金
引
上
げ
の
と
り
く
み
」
を

テ
ー
マ
に
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
菅
議
長
は

「
春
闘
で
は
物
価
高
を
超
え

る
賃
上
げ
、
最
賃
大
幅
引
き

上
げ
を
勝
ち
取
り
、
人
勧
の


